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1. フロック化を抑え確実な洗浄効果
過酸化水素はぬめり（バイオフィルム）が生きたまま剥がれ、洗浄後に再汚染してしまうことがありました。 
アクアスクリンKOはバイオフィルムを死滅させ剥離するため再汚染の心配がありません。

2. 有効成分の中和と濃度測定が容易
別売のアクアスクリンNTで簡単に中和放流できます。有効成分の濃度は専用の試験紙で確認できます。

3. 使用量が3分の1以下
過酸化水素（35％品）は6～10％の投入が必要となりますが、アクアスクリンKOなら使用量1/3以下（2％）でOKです。
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レジオネラ属菌対策

バイオフィルムは、レジオネラ属菌をはじめとする微生物の巣となっています。 
バイオフィルムを除去しないと、バイオフィルムから微生物が供給され続けるため、除菌効果が不十分となりやすいのです。
アクアスクリンKOはバイオフィルムを除去して、レジオネラ除菌を確実にします。

標準工程表

時　間 作業時間 工　程

  9:00～ 30分  薬剤を搬入し、養生作業、循環を停止させる。
  9:30～ 30分  循環可能水位ぎりぎりまで減水し、循環を開始する。

10:00～ 1時間  アクアスクリンKO（洗浄剤）を投入する。
 1時間循環する。必要に応じて換気する。

11:00～ 30分  アクアスクリンNT（分解剤）を投入する。
11:30～ 1時間30分  残留塩素濃度を確認する。1mg/L以下であること。（試験紙）
13:00～ 30分  ろ過装置を逆洗しながら排水。（全排水）
13:30～ 1時間  浴槽に水を張り、すすぎ、循環。（1回目）
14:30～ 30分  ろ過装置を逆洗しながら排水。（全排水）
15:00～ １時間  浴槽に水を張り、すすぎ、循環。（2回目）
16:00～ 30分  ろ過装置を逆洗しながら排水。（全排水）
16:30～ 1時間  水を張り、塩素連続注入を開始して浴槽から水をオーバーフローさせる。
17:30　  残留塩素濃度を確認の上、レジオネラ検査用試料を採水。（培養法）

アクアスクリンKOの概要

用　途 循環浴槽のろ過装置、配管の化学洗浄

主成分 次亜塩素酸塩 + 分散剤
使用量 湯量1t当り20kg

使用方法
浴槽水位を循環可能水位まで下げ、本剤投入後1時間循環。
別売の中和剤｢アクアスクリンNT｣にて残留塩素を中和後排出。
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